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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月15日(2010.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電気発電装置のコンデンサを形成する複数枚の電極板のうち、複数枚の一部の電極板
を均等な位相差で花弁状に回転軸に取り付けて前記コンデンサの一方の電極（回転陰極電
極板）とし、充放電回路に接続を可能とする。
　残りの複数枚の電極板の表面を絶縁体膜で被覆し、陽極電極板として電気的に並列に接
続するとともに並列に並べて水槽に満たした電解質溶液に浸漬、固定させて前記コンデン
サの他方の電極（陽極電極板群）とし、逆止ダイオードを経由して充放電回路に接続を可
能とする。
　前記回転陰極電極板を前記水槽の液面上部に回転可能に設置し、自然エネルギーまたは
他のエネルギーの回転力源に連結して回転駆動させる等で、電解質溶液中と空中に渡って
回転または上下運動をさせることで前記コンデンサの接続構成を変化させ、よって前記コ
ンデンサの合成静電容量を変化させることを特徴とする。
　以上から構成される静電気発電用電極板駆動装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
以下、第１発明の静電気発電用電極板駆動装置について説明する。
（１）複数枚の通常の電極板１と表面を絶縁体膜２で被覆処理された複数枚の絶縁体膜被
覆電極板１’から形成されるコンデンサＣの各電極板のうち、複数枚の一部の電極板１（
２～３枚または１枚でもよい）を均等な位相差で花弁状に回転軸３に取り付けて陰極電極
板４として前記コンデンサＣの一方の電極（回転陰極電極板５）とし、スリップリング６
を経由して入力端子ａ’及び出力端子ｂ’に接続する。
（２）入力端子ａ’で第１直流電源Ｖａ（充電回路７）の負極に、また、出力端子ｂ’で
第２直流電源Ｖｂ（放電回路８）の負極にそれぞれ接続を可能とする。
（３）残りの電極板であって、この表面を比誘電率が電解質溶液９の成分の比誘電率より
大きい絶縁体膜２で、かつ、μｍオーダの厚さに被覆処理された絶縁体膜被覆電極板１’
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をコンデンサＣの他方の電極（陽極電極板１０）とする。
（４）複数枚の陽極電極板１０を電気的に並列に接続し、スペーサ１１で挟んで並列に並
べて陽極電極板群１２とし、水槽１３に満たした電解質溶液９に浸漬、固定させる。
（５）陽極電極板群１２を逆止ダイオードＤａ１４を経由（入力端子ａ側にアノード、陽
極電極板群１２側にカソードを接続）して入力端子ａに接続するとともに、逆止ダイオー
ドＤｂ１５を経由（陽極電極板群１２側にアノード、出力端子ｂ側にカソードを接続）し
て出力端子ｂに接続する。
（６）入力端子ａで第１直流電源Ｖａ（充電回路７）の正極に、また、出力端子ｂで第２
直流電源Ｖｂ（放電回路８）の正極にそれぞれ接続を可能とする。
（７）負荷１６は、出力端子ｂ、ｂ’間に接続を可能とする。
（８）各陰極電極板４を電解質溶液９中と空気中に渡って回転させるために、回転陰極電
極板５を水槽１３上部に水平に、かつ、回転軸３の下方に位置する陰極電極板４が電解質
溶液９に全没する付近に回転可能な状態で設置する。回転陰極電極板５が３枚の陰極電極
４で構成される場合、２枚の電極板１が同時に電解質溶液９に接しない位置に設置する。
（１枚の電極板１を上下させることでもよい。）
（９）１枚の電極板１の下部の一部分を電解質溶液９に浸漬させるとともに、上部分は回
転陰極電極板５と平行になるようにして水槽１３に固定させる。
（１０）回転軸３に自然エネルギー又は他のエネルギーの回転力源と連結するため、水力
を利用する等の回転機構１７を取り付ける。
以上から構成される静電気発電用電極板駆動装置。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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